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願識にす〉むよう協力し℃下遣い。

〈平潔市広報〉

写塚市役所主通行

TEL ・ 1261-70

毎月 10E 錨 2 田

一-7.F.J 1 日混在人口

Ut 

63人9

子
て
た
の
し
め

34,280 女

夏
の
夜
を
告
ど
る
役
踊
り
は
、
年
安

追
っ
て
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
な
が
輸
に
な3
て
、
か
ろ
や
か
な

識
の
青
山
札
あ
わ
せ
掠
を
わ
か
ち
あ
う
乙

の
盆
踊
り
は
、
市
民
の
生
活
に
と

U
こ

ん
だ
ゆ
か
し
い
行
議
で
す
が
、
つ
い
夢

中
に
な
っ
て
の
こ
と
か
、
昨
年
は
、
い

ろ
い
ろ
批
判
も
お
を
」
た
よ
う
で
す
。

特
に
反
体
み
中
の
学
認
た
ち
お
の
影

響
に
シ
い
て
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
百
円
の
校
外
佐
佑
指
導
-
議

員
さ
ん
た
お
は
、
次
の
よ
う
な
呼
び
か

け
を
し
て
、
盆
踊
り
を
子
供
も
多
面
で

き
る
健
康
削
な
レ
ク
グ
エ
!
シ
ョ
ン
に

し
ょ
っ
と
お
刀
し
て
い
ま
す
。

・1

子
供
も
安
心
し
て
参
加
さ
せ
ら
れ

一
る
内
む
の
も
の
で
あ
れ
Jた
い
G

一2
H
机
制
。
に
使
う
う
た
は
、
歌
詩
、

副
組
と
も
に
教
育
の
立
場
も
考
え
て
、

吉宮尽に上むして

42W企帯
の地

tiB: A ロ68 ， 209 117人増

54人タ

務14 ， 764

33 ,929 男

留
保
一
O
、

0
0
む
機
曜
が
品
物
盟
一

間
保
(
副
長
健
康
ぽ
甘
ん
)
の
鍛
備

を
す
L

め
る
う
え
に
、
し
っ
か
り
し
た

資
籾
そ
っ
か
み
た
い
:
i

と
い
う
ね
ら
い
か
戸
桓
地
区
を
の
ぞ

い
た
令
市
域
の
在
持
者
を
丸
象
に
し
て

行
っ
た
、
国
保
の
幕
一
礎
調
査
は
、
全
性

常
的
九O
パ
!
セ
シ
ト
を
こ
え
る
、
一

一
一
、
七O五
世
構ω
協
力
を
得
手
レ
た

が
、
ζ
の
ほ
ど
鰻
計
恥
結
果
が
あ
き
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

一
盟
都
強
が
保
檎
位
入
っ
て
い
な
い

ご
二
、
七O
五
世
帯
の
う
ち

織
全
員
が
社
会
保
険
に
は
い
っ
て
い
る

世
帯
@
六
、
一
一
一
八
九
@
豆

O
、
コ
一
%

鯵
保
般
に
は
い
っ
て
い
な
い
人
の
い
る

世
帯
よ
ハ
、
三
一
六
@
四
九
、
七
%

五
九
、
穴
九
四
人
の
う
ち

命
社
会
保
け
ん
に
は
い
っ
て
る
人

一
一
一
四
、
九
八

O
人
。
玄
八

八
%

@
保
げ
ん
に
は
い
っ
て
い
な

い
人

ニ
四
、
四
一
四
人
@
四
一

一
一
係

議官舎議事官

と
集
計
さ
れ
ま
し
た
。

強
い
、
園
保
を
の
ぞ
む
間

E
h丸
山
者
の
七
八
、
八
パ

i

セ
ン
ト
に

及
ぶ
泣
帝
が
希
望
す
る
と
答
え
て
い
ま

す
。
下
の
閣
が
参
照
し
て
下
さ
い
。

乙
の
調
官
官
結
成
ん
は
こ
れ
か
ら
こ
ま
か
く

研
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

る

、

下旬季語、事脅し唱

卓
球

a

一
体
制
同
開

柔
道
@
務
円
野
中

陣
上
競
説
鯵
一
彰
日
野
中

軟
式
隠
路
ゅ
庭
敵
同
期

一
一
月
十
六
@
十
七
a

十
八
日
凶

ス
キ
l
@

世
阿
原
交
は
大
穴

参
加
盟
町
絡
@
市
内
在
ハ
デ
夜
勤
@
在
時
一
品

者
(
但
し
甲
学
位
は
除
ぐ
J

出
接
申
込
は
@
各
種
自
問
札
悌
催
日
の

一
一
巡
輩
出
削
ま
で
伝
、
市
教
品
目
委
員
会

市
役
所
@
出
張
所
@
釘
樟
国
協
会
へ

第

九
月
二
日

パ
レ
!
ボi
ル
。

紅
婦
中

型
宇
体
育
館

バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
!

ル
。
一
体
育
館

ソ
フ
ト
ボi
ル
@

太
洋
中

軟
式
野
路
"
調
理

長
国
見
出
掛

九
月
九
山
口

軟
式
野
球
。
額
資

会
国
珠
山
崎



爵映溺
n原
氷
蟻
禁
止
議
議
マ
γチ
七
九
、
0
8
簡
の
代
金
の
一

司
一
一
面
市
実
一
芸
員
会

Hで
は
、
一
郡
安
cい
℃

市
民
の
協
力
に
よ
っ
て
売
っ
た
、
原
爆
一
原
一
婦
に
傷
つ
い
た
人
々
の
長
時
聞
記
録

計
量
器
の
定
期
け
ん
さ

i

九
月
の
中
旬
乙
ろ
、
芸
部
(
は
か
り
と
手
な
現
説
一
離
一

一
ど
)
の
短
期
検
査
が
行
わ
れ
妻
。
義
守
教
官γ
尚
早
鰻
一

…
材
用
の
計
量
需
が
対
象
に
な
っ
て
い
李
白
で
、
け

H
I
一
一
議
一

…
お
忘
れ
な
く
、
い
ま
か
ら
検
菅
沼
受
け
る
準
品
山

J
Vぬ
…
日
常
騨

…
備
を
し
て
お
い
て
下
ざ
い
。

f
i
U可
罫
麟
一

昨
年
は
、
、
検
士
包
帯
広
東
け
そ

ζ
な
っ
℃
む
灘
鏑
刊
誌
札
田
町
伊
醐
一
!

で
の
と
か
ら
、
わ
弐
わ
ぎ
察
庁
ま
で
は
か

b
A打
出J車
排
乱
開
辛

口
D

を
も
っ
て
い
か
れ
た
方
が
あ
り
ま
し
芋
ぜ
お
轍
輔
副

一
一
た
。
と
き
と
こ
ろ
は
追
「
て
知
ら
せ
J
p
f
h
品
購
騨
謹
一

国
書
館
で
は
、
熱
心
な
震
の
舘
一
ぎ
り
ぎ
下
さ
い
。
一
一
一
事
。
認
封
建

i
J一

を
は
か
る
た
め
、
七
月
の
来
、
接
紫
式
一
O
百
円
相
桐
は
一
切
お
か
え
し
し
ま
せ
ん
。
…

γ日
日
日
刊
誌H
3
3
2
5日
日
日
日
刊
行
日
刊
行

H
H
H
H
H

日n
H
H
H
H
H
2
5
1
H
H
H

…
…

を
と
り
入
れ
ま
し
た
。
一
一
1
1
H
i
l
l
i
-
-
H
q
j
i
g
-
3

接
架
式
と
い
う
の
は
、
楽
館
者
が
、
一
時

一
国
、
一
一

磐
梯
か
ら
自
由
に
本
選
ひ
出
せ
る
万
一
割

き

国
連
弁

論
大
会

平
壌

に
石
原
君

〈話

H

由
叩
民
の
声
宏
、
間
出
向
の
力
学
一
結
唱
し
て
、
円
本
の
間
連
加
照

b
k実
現
じ
よ
う
。
と
の
斉
間
酬
の
一
コ
?
と
じ
て

去
る
七
回
付
一
一
五
日
、
壁
掛
会
館
ホ
!
万
に
保
さ
れ
た
開
法
務
会
平
塚
支
部
主
催
の
評
論
大
会
は

外
泊
州
議
、
一
戸
別
支
部
長
、
開
閉
袋
、
中
丸
出
居
中
学
校
長
、
岡
本
幹
事
ら
か
む
か
え
、
女
性
の
弁
士
も
ま
じ

え
て
開
会
。

一
杭
に
石
原
守
宮
(
損
加
害
一
一
枚
、
般
品
開
生
者
(
半
商
)
三
位
、
山
本
成
子
さ
ん
円
高
話
)
刷
、
矢
野
京
子

さ
ん
(
同
〉
畑
町
大
会
に
山
山
謝
す
る
平
塚
市
代
去
に
石
原
君
を
訣
定
し
ま
し
た
。

平
塚
市
代
官
指
名
と
、
一
位
ス
貨
を
受
け
た
石
原
宮
は
、
即
席
・
‘

H
V十
桜
市
北
蛍
の
名
に
臨
ち
な
い
よ
-
つ
山
一
一
万
を
か
に
む

U
る
H
と
摂
判
官
し
て
拍
手
を
あ
び
ま
し
た
@

次
に
訂
原
者
の
持
A刑
事
嵩
紹
介
し
ま
す
。
全
市
民
の
記
院
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

第54号

留
際
連
合
と
日
本
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
卒
、
全
世
界
一
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
産
物
の
た
め
に
、

f
H
J京
と
は
東
胡
聞
の
実
験
、
製
造
警
に
よ
る
か
か
る
撃
が
、
世
界
の
裂
で
ぐ
り

日
本
最
の
悲
願
引
れ
、

l
h一
大
主
義
の
危
険
の
ま
え
に
さ
ら
さ
宣
さ
れ
る

ζ
と
に
も
絶
対
に
反
対
す

一
れ
て
い
る
の
で
あ
必
ま
す
。

類
も
等
し
く
願
っ
て
い
る
。
一

i
変
で
あ
る
私
器
、
算

要
襲
安
齢
禁
止
型
菜
、
ぃ
一

E

惑
の
悪
寝
室
受
け

ぐ
た
び
と
な
く
料
り
か
J凡
さ
れ
て
い
るa

た
も
の
と
し
て
、
会
人
数
の
た
治
の
み

も、

?
韓
議

照
明
度
一
O
O
ル
ツ
ク
ス

-
あ
か
る
く
徳
利
は
な
っ
た
盟
書
館

つ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
納
言
雪
量
が
も
ら
裂
を
と
り
あ
忘
れ
ま
せ
今
一
む
こ
と
に
つ
い
て
協
議

、
ム
で
、
吉
ι
大
に
し
丈
時
九
一
げ
て
、
日
本
民
族
の
悲
願
こ

C

た
え
る
一
ま
最
後
こ
、
乙
の
有
意
義
な
←
①
器
禁
ず
る
ポ
ス
タ
ー

'
v

一
私
t
t
v

一

た
い
の
は
、
一
識
の
原
爆
の
一
べ
き
で
あ
り
ま
可
、
一
弁
論
毒
薬
じ
て
世
界
三

J
量
撃
の
精
神
高
速
襟

践
し
た
悲
劇
が
、
あ
れ
か
ら
一
O
年
三
私
達
点
以
搬
し
れ
ど
葺
ず
る
日
乙
そ
‘
一
同
胞
一
人
強
く
訴
え
た
い
の
で
あ
り
ま
す
一
佳
滞
詰
な
ど
が
あ
ら
お
さ
れ
'
に
も

経
た
今
回
、
消
え
去
る
ど
と
ろ
か
ど
こ
一
国
連
の
大
き
な
臼
的
で
あ
る
。
て
も
し
、
あ
な
た
万
が
岳
民
か
喜
一
募
の
で
画
紙
一
ペ
ー
ジ
大

ま
で
統
〈
か
底
知
れ
な
い
深
さ
と
広
が
一
員
話
震

M
へ
の
力
強
い
第
一
一
利
率
し
、
ぞ
の
震
を
へ
閣
の
譲
賞
(
小
差
は
一
一
合
一
ベ

1

り
と
を
も
っ
て
、
い
く
た
の
原
爆
の
子
一
品
掛
か
昂
す
臼
で
あ
り
ま
す

α

一
の
百
一
由
主
計

J

え
る
な
ら
ば
、
人
翠
〈
一
閣
議
恥
ジ
)
五
位
以
内

ら
が
、
原
子
病
の
還
を
背
負
っ
た
ま
一
ら
に
民
、
私
た
ち
が
議
に
一
の
広
場
で
あ
る
国
君
、
皇
室
出
む
で
也
九
月
一
心
臼
宅
、
平
塚

ま
、
到
の
行
列
に
消
え
て
い
く
妻
で
一
さ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
一
議
歯
車
入
さ
せ
、
国
号
し
て

H
h市
位
所
総
務
課
内
車
協

あ
り
ま
す
。
一
題
と
し
て
、
思
想
、
襲
、
移
民
自
一
美
と
も
に
蓄
の
広
場
と
し
、
自
由
ハ
リ
会
議
事
ぞ

現
実
に
案
ず
る
こ
の
事
妻
役
一
績
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
一
な
討
論
主
主
、
平
和
震
へ
の
慌
が
③
入
館
作
品
に
は
支
部
長
儲

界
の
指
導
者
は
、
掘
に
考
え
て
い
る
一
思
想
器
告
白
患
と
、
未
開
発
一
義
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

l
A

義
者
全
員
に
峯
品
を
お

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
一
の
資
源
地
情
に
対
し
、
人
口
過
剰
の
国
十
i
@
i
@
i
@
i
速
く
る
。

量
阜
、
私
達
は
、
一
国
だ
け
の
一
々
の
護
が
、
閏
速
の
権
威
と
霊
の
一
な
お
石
原
宮
、
来
る
八
月
十
一
一
一
氏
、
国
軍
需
在
学
語
監

査
態
度
表
明
言
撃
で
き
と
も
と
に
実
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
世
界
平
一
県
立
音
楽
堂
に
聞
か
れ
る
。
神
奈
川
県
議
す
る
へ
な
ら
と
ほ
た
で

せ
ん
。
と
の
上
は
、
人
類
持
通
の
広
場
一
和
達
成
じ
大
い
に
詰
献
ず
る
と
信
じ
て
一
第
五
回
国
連
弁
論
大
会
に
出
席
し
ま
す
も
応
募
で
さ
ま
ず

/
九
回
一
よ
び
、
原
爆
へ
の
い
き
ど
お
り
ま
ら

咽

d

一
た
に
さ
せ
る
名
口
m
i
z
-
-
e
o
八
月
五
日

一
の
試
写
会
に
蹴
き
市
内
を
品
目
上
映
す

暁
闘
が
往
き
て
い
て
司
よ
か
っ
た

M
を
購
一
る
予
定
で
す
。

入
し
出
品
し
た
。
一
市
内
出
体
、
会
社
、
主
婦
な
ど
制
布

原
水
蟻
禁
止
日
米
協
韓
閉
会
製
作
一
議
が
あ
れ
ば
お
信
し
し
ま
ナ
。

白
木
ド
ネ
ユ
メ
ン
ト
φ

フ
ィ
ル
ム
社
一
市
外
貸
出
の
場
合
は
管
制
@
プ
イ
ル

作
品
で
あ
る
、Cの
映
画
はP
戦
争
と
一
ム
は
五
巻
.
上
映
時
間
主
O
一
ザ
i
z
o

平
和
@
女
の
一
生
@
女
ひ
と
り
大
摘
を
一
み
ん
な
で
賢
っ
た
映
画
を
見
て
下
さ

ゆ
く
M
な
ど
で
知
ら
れ
る
ぬ
弁
丈
夫
監
一
い
。

揖
聞
に
よ
っ
て
、
原
輝
掌
つ
け
た
、
広
島

長
崎
の
人
々
が
、
あωと
き
か
ら
一
O

年
、
ど
の
よ
う
に
苦
し
ん
で
き
た
か
、

い
ま
な
お
.
い
か
に
管
し
み
つ
つ
あ
る

か
を
克
朗
に
措
い
て
い
ま
す
。

第
一
部
死
ぬ
こ
と
は
苦
し
い

第
二
部
生
き
る
こ
と
も
苦
し
い

第
三
部
で
も
生
き
て
い
て
よ
か
っ

た
か
ら
な
っ
て
おD
、
万
人c
tへ
感
を

弘、

て
よ
か

韓
下
道

韓基

一
つ
づ
い
て
第
二
期
工
事
に
う
つ
る
予
定
一

一
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

長
主
婦
、
未
亡
人
、
か
ら
だ
の
不

断
自
由
な
人
に
も
、
自
宅
手
軽

な
に
で
ぢ
る
。

軽
ス
刀
i
ブ
の
手
巻
、
手
認

識4

ソ
フ
ト
一
プ
バ
i
M
挫
の
罰
百
一
(

な
ど
の
内
識
を
お
せ
わ
し
ま
す
&

御
希
望
一
の
か
た
は
、
お
米
の
通
帳
を

御
持
容
の
上
、
市
の
北
〈
周
作
業
所
(
新

宿
去
五
一
一
一
)
へ
制
御
相
談
下
さ
い
。

士
一
島
一
の
…
一
現
金
一
メ
一
モ
一

市
浦
翻
ぜ
〈
羽
子
求
人
)

γ
レ
島
醐
農
協
T
-

案
喰
日
川
川

人
民
日
5
i
E

h妙
見

O
O
刊

一
、
炉
、
織
機
肱
也
上
工
B

通
勤

よ
一
名

経
験
三
年
以
上
@
加
才
j
M仰
才21

月
収
一
一
一
一
、
0
0
υ
i
二
(
)
、

O
Q
U

愈
製
依
エ
@
通
勤
@
一
名

経
験
一
一
…
年
以
よ
@
却
才
i
m
w
才

河
収
一
三
0
0
0
i
一
一
、

o
、

o
u
o

鯵
総
立
仕
上
工
@
透
劃
@
三
名

経
験
五
年
以
上
@
如
才
i
お
オ

日
給
@
四
0
0
1
2
0
0

吸
収
牟
士
通
動
@
二
名

経
験
一
一
一
年
以
上
@
n
r
i
お
才

日
恰
@
四
O
O
i
七
0
0

命
記
濠
店
員
。
住
込
み
@
若
一
斗
位
一

経
験
不
問
団
才
i
Mオ

月
収
e
ご
、
五
0
0
i
…
一
寸
五
0
0
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ー
税
務
課
i

市
役
町
西
が
わ
の
増
築
一
豆
ピ

λ

っ
て
い
た
だ
く
と
、
ま
ん
中
の
通
路
を

さ
か
い
に
、
左
手
の
カ
ウ
ン
タ
ー
令
部

闘
が
税
務
課
で
す
。

}
一
ス
口
に
き
徴
収
係
、
奥
の
万
民

8

一
償
課
係
が
窓
口
を
ひ
ら
い
で
い
ま
す
。

(
-
こ
の
覆
市
の
活
動
鼠
で
あ
る
税
金

の
し
ご
と
伊
専
門
に
受
け
も
勺
て
い
ま

自
斗
…
出
品

d
入
れ
て
下
さ
い
。

ず
が
、
み
な
さ
ん
と
も
税
金
争
議
し
て
一
一
夕
、
若
人
の
需
皇
居
、
そ

深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
ま
す

P

一
一

一
一
の
配
刊
誌
同
名
を
欝
い
て
い
た
だ
け
ば
、

原
町
童
書
心
に
一
一
毛
色
章
一
一
次
に
相
手
主
主
目
黒
出
さ
れ
る
と

の
す
ぐ
れ
た
仕
事A
R

範
一
防
相
容
が
て
む
に
つ
れ
て
、
一
一
あ
て
名
は
し
っ
か

i

属
し
て
い
一
ぎ
に
と
て
も
便
利
な
む
り
で
す
。

率
に
あ
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
事
村
の
襲
撃
を
、
い
く
つ
玄
人
民
す
と
き
は
、
安
否
弱
者
プ
震
戸
泣
か
言
、
お
五
い
に
や

税
務
課
と
い
え
ば
、
税
務
署
と
と
も
一
か
の
郵
慎
路
が
う
け
も
つ
よ
う
な
状
態

に
、
妻
古
紙
切
さ
れ
な
い
と
乙
ろ
と
一
が
多
く
な
主
む
た
。

間
お
れ
が
ち
な
も
の
で
す
が
、
な
か
な
一
平
塚
市
言
、
旧
市
内
宝
塚
時

か
ど
う
し
て
、
納
税
総
合
な
ど
を
通
じ
一

一
畑
地
区
は
大
惨
同
に
腐
す
る
な

ζ

い

て
、
あ
か
る
く
、
き
も
ち
ょ
い
納
税
を
一
。

一
い
例
で
す
。

指
導
す
る
な
ど
1

市
民
の
税
金
霜
談
所
一

と
し
て
も
、
大
変
し
た
し
ま
れ
て
い
ま
一
従
っ
て
、
郵
便
局
で
の
配
達
の
し
と

す
。
税
ム
立
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
乙

ι

と
も
後
雑
に
な
っ
て
楽
ま
し
た
。
-

ゃ
、
乙
ま
っ
たζ
と
が
あ
っ
た
ら
一
度
一
そ
と
で
、
郵
便
物
が
ま
ち
が
い
な
く

は
税
務
諜
へ
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。
制
し
か
も
早
く
と
ど
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

@ 

戸

}I( 

雄

貞

割博司蝉割田雌相幅盤咽開閉創瞬静帽.

一一一一・一一一一，申

郵
髄
痛

な
か
せ

も
し
ゃ
あ
な
た
で
は

あてなの悲しい

書 3 方
~下関護士照~

平
塚
市
大
磯
崩
区
内
桜
板
間
二
斗

腎
田
市
子

平
塚
市
早
坂
局
区
内

新
宿
一
、
一
九
五

。郵便は

一
戸
)I[ 

ま重

殿

貞

W小
山
慨
母
子
一
福
祉
協
会
(
会
長
島
山
家
一
挙
式
披
問
聞
の
凶
然
的
や
、
優
佳
柑
北
酬
に

婦
美
子
さ
ん
)
で
は
、
正
し
い
結
婚
を
一
し
い
た
る
ま
で
、
関
税
易
に
ほ
っ
て
御
相
談

一
の
ぞ
ま
れ
る
人
の
お
校
に
た
と
、
つ
と
い
一
市
町
し
ぬ

U
ょ
う
と
い
つ
も
の
で
ずL

一
う
こ
と
か
ら
.
桜
田
闘
の
回
開
閉
じ
、
結
始
一
毎
週
火
@
木
懸
け
口
際
日
の
午
前
一

O

一
相
談
所
を
ひ
ら
き
ま
し
た

e

一
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
ど
う
ぞ
信
頼
の

一
所
長
に
一
円
川
市
長
を
む
か
え
、
第
一
お
け
る
相
談
棋
乙
し
\
、
御
自
殺

一
の
相
談
、
紹
介
、
身
元
調
蒼
か
ら
、
式
一
わ
字
〆
す
め
し
ま
す
。

一
場
式
阪ω
あ
っ
常
ん
、
実
認
で
で
き
る
一

一
9

蹴
と
蝿
タ
を
せ
ん
誠
し
よ
う

一
話
と
は
許
の
い
な
い
伎
み
よ
い
ま
一

1
1
1
1
1
1
1
j
i
l
l

ち
に
一
レ
一
、
全
弘

こ
の
時
び
戸
は
、
い
ま
で
は
大
き
な
一
ノ
締
結
川
川
町
統
計
協
会

運
動
に
ま
で
広
が
り
、
令
市
民
の
ね
が
一
一
一
一
、
後
絞

い
に
さ
え
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
一F

糾
訟
川
県

ょ
う

u

一
f

神
奈
川
県
教
育
委
員
九

J

話
機
で
も
、
今
年
か
ら
二
本
計
画
で
一
ン
神
森
川
新
開
位

w

鮫
と
は
えH
殺
な
く
す
運
動
な
く
D

一

f

一
一
一
、
応
募
資
格

ひ
ろ
げ
、
保
健
衛
生
協
方
員
を
お
願
い
一

-
f

第
一
部

し
た
り
、
紛
人
会
や
青
年
団
体
、
子
供
一
表
小
学
校
の
霊

会
な
ど
と
牟
を
つ
な
い
で
努
力
す
る
こ
一

1
4

第
一
一
部

と
に
な
り
ま
し
た
。
一

H
E

中
学
校
の
位
一
出
世

こ
の
巡
動
を
成
功
さ
せ
る

w

カ
ギ
u

一
L
i

第
三
部

一
一
一
コ
ロ

は
、
一
人
残
ら
ず
の
協
力
に
あ
る
と
い
一

-
E

高
等
学
校
の
砦
晴

夫
ま
す
。
一
本
小
第
四
郎
一
一
般

人
情
市
民
の
述
語
に
ま
で
、
ぜ
ひ
諸
民
一
品
川
統
計
出
家
探
沼
、
材
判
肘
出
血
裕
等
に
一

さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

a

一
い
て
は
市
総
務
課
統
計
以
報
係
ま
で
。
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オ
i

ト
一
品
輔
の
事
故
紘
一
一

O
才
代
目
炉
事h
v

右
の
写
斑
は
氾
の
問
問
保
摺
髄
密
一
と
間
部
制
保
健
輔

来
議
機
験
院
鵠
か
砂
町
議
ら

高山擢牛永 E民地一密室緊盟

i

人
以
上
白
人
裏
っ
て
い
る
一
ず
ん
で
い
な
い
事
業
主
を
見
か
け
ま
す

i
z

霊
祭
主
は
、t
F律
L
よ
っ
て
一
が
、
届
出
産
忠
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
か

か
な
ら
ず
長
議
保
険
に
は
い
ら
な
け
れ
…
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。
一
'

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
事
。
一
票
、
童
、
水
時
教
富
慌
の
一
地
地
直
醗
保
の
捗
み
①
一
少
な
か
っ
た
が
二
一
告
別
和
二
五
年

ら
雲
、
義
喜
一
重
ぎ
の
強
制
醐
聖
書
ま
せ
ん
一
一
語
っ
て
、
襲
給
付
高
に
ふ
夫
、

w

義
護
費
事
業
所
設
置
戸
と
一
が
、
そ
こ
に
鋤
い
て
い
る
人
の
ニ
会
一
震
草
委
員
熊
沢
一
嘉
一
迫
撃
室
組
む
の
に
お
む
き
な

麓
っ
た
人
一
人
に
つ
い
て
、
雇
っ
て
か
一
五
上
の
量
毒
て
加
入
ず
る
こ
と
つ
震
が
崩
る
く
な
れ
ば
家
は
や
み

M
一
ど
、
開
始
者
去
を
さ
ぢ
た
も
の
で

主
日
以
内
に
、
一
が
で
き
ま
す
。
見
、
使
っ
て
い
る
会
一
と
い
品
叩
酬
が
あ
る
。
た
と
え
貧
し
く
一
あ
る

ι

長
業
保
護
保
健
者
薬
害
戸
一
四
人
法
で
し
か
い
な
い
棄
毒
場

A口
て
も
、
捕
っ
て
震
な
こ
と
ぐ
ら
い
串
…
主
主
義
で
い
た
お
芸
が
、

を
、
安
定
断
言
さ
な
け
れ
ば
な
喜
一
も
‘
間
じ
で
す

0
1

一
癌
な
こ
と
は
な
か
ろ
え
一
急
に
入
れ
歯
を
は
じ
め
た
り
、
震
の

せ
ん
。
一
詳
し
く
は
、
委
職
業
芝
町
三
ら
君
、
お
瓦
い
の
協
力
品
一
塁
掛
援
に
し
な
い
よ
っ
に
、
ぜ
い

ま
だ
、
義
保
険
加
入
の
手
続
き
の

m

諜
保
険
体
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
一
け
あ
い
に
よ
っ
て
守
っ
て
ゆ
乙

2

ぃ
一
書
、
医
者
に
か
き
な
り
れ
ば
績
だ

l
l
i
l
i
l
i
-
-
i
i
j

す
。
器
(
国
民
健
躍
議
長
が
設
一
と
い
っ
た
芸
が
ひ
ろ
昔
、
霊

弘
臨
込
傘
除
伊
F
j

一
け
ら
れ
た
の
が
昭
和
三
平
:
あ
く
一
二
年
目
の
国
一
保
の
逝
暗
号
サ
一
亡
く
し
て

件
、
品
A
J
協
伊
脚
ゐ
富
島
陽
動
偽
ゆ
静
一
一

確
立
議
撃
を
な
く
を
う
一
る
知
一
一
回

Z
R

当
時
五
2
0

一
一
空
気
は
、
か
る
い
う
ち
に
な
お
そ

1
3
1
4

一
議
会
は
、
国
保
の
設
立
築
を

w

す
ば
ら
一

i
-

一
一
う
国
保
は
、
い
ざ
と
い
う
と
さ
の

失
諜
保
険
の
制
度
が
ひ
ろ
ま
る
に
つ
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
し
い
仕
一
?
と
し
て
詰
訣
、
そ
の
年
の
一
!

一
一
一
助
け
あ
い
な
の
で
あ

D

、
医
者
に
か

れ
、
と
れ
議
開
ず
る
も
の
が
出
て
ヱ
昨
年
ま
で
の
、
不
正
義
と
そ
の
金
額
一
一
一
片
に
は
一
君
主
義
一
九
て
、
担
一
か
ら
な
け
れ
ば
損
だ
と
い
李
主

て
、
関
係
者
を
な
や
ま
せ
て
い
ま
す
。
一
貫
く
ら
べ
る
と
よ
く
わ
か
り
、
手
が
一
の
た
ん
ぼ
が
醤
の
み
ど
り

M

一
色
に
了
蓮
宗
っ
て
い
る
、
む
し
ろ
医
療

伊
平
塚
委
職
業
安
定
所
H

で
取
り
あ
一
年
々
蓄
の
需
を
一
部
し
て
い
ま
す
。
一
ぬ
ら
れ
る
時
間
断
組
合
撃
を
一
言
制
約
す
る
よ
っ
に
し
あ
母
、

つ
か
っ
た
、
保
険
金
の
不
正
受
給
の
件
一
一
み
た
の
で
あ
る
嶋
一

一
乙
の
不
正
体
庇
揮
に
よ
っ
て
、
さ
む
一
一
お
互
い
の
、
留
保
の
負
担
を
艶
く
す

数
は
一
ん
と
の
、
初
年
度
は
、
病
類
統
む
な
ど
一

;
一
一
事
度
ニ
四
件
二

O
一
パ
千
四
一
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
が
、

ζ

れ
が
義
一
の
資
料
も
な
く
、
警
の
見
通
し
も
は
一
押
さ
と
だ
っ
て
で
き
る
の
だ
か
ら
・

一
一
八
年
度
会
一
ぞ
一
一
一
一
千
四
一
保
険
の
護
室
長
案
き
ざ
ま
た
一
っ
き
り
つ
か
め
ず
、
害
者
間
一
目
立
し
灯
時
十
日

一
一
九
年
度
@
九
守
一
一
一
一
千
四
一
げ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
晶
子
あ
わ
せ
て
も
震

d
下
検
討F

一
だ
か
い
療
養
給
付
撃
さ
げ
る
こ
と
は

5

年
度
エ
二
件
@
二
六
五
千
昭
一
芝
、
み
ん
な
の
刀
で
歪
受
給
を
二
と
い
つ
も

ω
ば
か
り
関
係
者
等
し
く
乏
で
き
な
か
長

u

一
一
一
一
年
度
は
奇
警
で
に
す
で
に
一
掃
し
ま
し
ょ
ぇ
一
安
を
か
こ
っ
た
も
む
で
あ
っ
た
。
一
{
以
下
容
に
連
載
!

一
一
件
議
靖
金
額
に
し
て
四
千
一

E
T
h

足
し
た
初
年
度
、
震
の
需
は
司


